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(57)【要約】
【課題】　隅の場所や狭い掃除区域でも容易に掃除を行
うことができる掃除装置を提供することを目的とする。
【解決手段】　吸引ノズルと、前記吸引ノズルが旋回可
能に接続され、前記吸引ノズルと接続流路を介して連通
される空気吸引ユニットと、前記空気吸引ユニットに形
成された少なくとも２つの排出口にそれぞれ連通される
少なくとも２つの収集部を有する汚物収集箱とを含む。
【選択図】　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸引ノズルと、
　前記吸引ノズルが旋回可能に接続され、前記吸引ノズルと接続流路を介して連通される
空気吸引ユニットと、
　前記空気吸引ユニットに形成された少なくとも２つの排出口にそれぞれ連通される少な
くとも２つの収集部を有する汚物収集箱と、
を含むことを特徴とする掃除装置。
【請求項２】
　前記吸引ノズルは、外部から力が加えられないとき、真空掃除機の進行方向に整列され
ることを特徴とする請求項１に記載の掃除装置。
【請求項３】
　前記空気吸引ユニットは、
　ベースと、
　前記ベースに装着され前記接続流路と接続され、前記少なくとも２つの排出口が形成さ
れたハウジングと、
　前記ハウジングの内部に設けられるインペラと、
　前記ハウジングの外部に設けられ、前記インペラを回転させるインペラモータと、を含
むことを特徴とする請求項２に記載の掃除装置。
【請求項４】
　前記吸引ノズルの後端と前記ベース及びハウジングの中央先端とは、弾性部材による弾
力的に相互ヒンジされ、前記接続流路は前記ハウジングの中央に接続されることを特徴と
する請求項３に記載の掃除装置。
【請求項５】
　前記弾力部材は、トーションバネであることを特徴とする請求項４に記載の掃除装置。
【請求項６】
　前記接続流路は、前記吸引ノズルの旋回時に同一の流路断面を有する可撓性ホースであ
ることを特徴とする請求項４に記載の掃除装置。
【請求項７】
　前記可撓性ホースは、蛇腹管の形状に形成されることを特徴とする請求項６に記載の掃
除装置。
【請求項８】
　前記吸引ノズルは、汚物吸引口に回転自在に設けられた回転ブラシを含むことを特徴と
する請求項１に記載の掃除装置。
【請求項９】
　前記回転ブラシは、前記吸引ノズルに配置されたブラシモータによって回転するように
設置されていることを特徴とする請求項８に記載の掃除装置。
【請求項１０】
　吸引ノズルと、
　前記吸引ノズルと接続流路を介して連通される汚物収集箱と、
　前記汚物収集箱の排気口と連通される空気吸引ユニットと、を含み、
　前記吸引ノズルは前記空気吸引ユニットに旋回可能に接続され、前記接続流路は可撓性
ホースからなることを特徴とする掃除装置。
【請求項１１】
　前記可撓性ホースは蛇腹管の形状に形成されることを特徴とする請求項１０に記載の掃
除装置。
【請求項１２】
　前記吸引ノズルと前記空気吸引ユニットとは弾性部材により相互弾力的にヒンジ結合さ
れることを特徴とする請求項１０に記載の掃除装置。
【請求項１３】
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前記吸引ノズルは、汚物吸引口に回転自在に設けられた回転ブラシを含むことを特徴とす
る請求項１０に記載の掃除装置。
【請求項１４】
前記回転ブラシは、前記吸引ノズルに配置されたブラシモータによって回転するように設
置されていることを特徴とする請求項１３に記載の掃除装置。
【請求項１５】
　掃除機本体と、
　前記掃除機本体に設けられたスティックハンドルと、
　前記掃除機本体に設けられ、前記請求項１ないし請求項１３のうちいずれか１項に記載
された掃除装置と、
　を含むことを特徴とするスティック型真空掃除機。
【請求項１６】
　前記スティックハンドルは、長さ調節ができるように少なくとも１段折り畳まれること
を特徴とする請求項１５に記載のスティック型真空掃除機。
【請求項１７】
　前記スティックハンドルは、長さ調節ができるように望遠鏡の形状に形成されることを
特徴とする請求項１５に記載のスティック型真空掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は掃除装置に関し、特に、掃除機本体と吸引ノズルとの間の流路が最短距離で形
成された掃除装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、真空掃除機は、埃または汚物（以下、「汚物」という）を含む空気を吸引する
ために、吸引力を発生する吸引モータを使用する。通常、真空掃除機の吸引モータは、吸
引された空気から埃を分離して収集する集塵装置の下流に配置される。従って、吸引モー
タの吸引力によって吸引された汚物は集塵装置を通過することにより空気から除去され、
汚物の除去された空気は吸引モータを通過して真空掃除機の外部へ排出される。
【０００３】
　このような真空掃除機は、吸引モータが集塵装置の下流に配置されているため、被掃除
面に隣接した吸引ノズルと吸引モータとの間の流路の長さが長く形成される。従って、吸
引モータの吸引力が直接的に被掃除面の汚物に作用しない。
【０００４】
　従って、このような一般真空掃除機の欠点を考慮して、掃除機本体と吸引ノズルとの間
の吸引流路を最短距離で形成することにより圧力損失を最小化するパワーヘッド型掃除機
が開発された。
【０００５】
　ところが、このようなパワーヘッド型掃除機は、吸引ノズルが掃除機本体に固定されて
いるため、隅部を掃除する際に掃除機全体を回転させなければならない煩わしさがある。
更に、掃除区域が狭い所は掃除機を回転させることも困難であるため、このような場所は
うまく掃除ができなかった。
【特許文献１】日本特許公開第２０００－１６６８２６号公報
【特許文献２】日本特許公開第２０００－０３７３３１号公報
【特許文献３】米国登録特許公報第５６７１４９９号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の第１の目的は、隅の場所や狭い掃除区域でも容易に掃除を行うことができる掃
除装置を提供することを目的とする。
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【０００７】
　本発明の第２の目的は、低電力で被掃除面の汚物吸引効率を極大化できる掃除装置を提
供することにある。
【０００８】
　本発明の第３の目的は、吸引ノズルが多様な掃除角度を有し、吸引ノズルの角度の変更
時にも流路の面積を一定に維持して圧力損失が発生することを予防することができる掃除
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は上記の目的を達成するために、吸引ノズルと、前記吸引ノズルが旋回可能に接
続され、前記吸引ノズルと接続流路を介して連通される空気吸引ユニットと、前記空気吸
引ユニットに形成された少なくとも２つの排出口にそれぞれ連通される少なくとも２つの
収集部を有する汚物収集箱と、を含むことを特徴とする掃除装置を提供する。
【００１０】
　前記吸引ノズルは、外部から力が加えられないとき、真空掃除機の進行方向に整列され
る。
【００１１】
　前記空気吸引ユニットは、ベースと、前記ベースに装着され前記接続流路と接続され、
前記少なくとも２つの排出口が形成されたハウジングと、前記ハウジングの内部に設けら
れるインペラと、前記ハウジングの外部に設けられ、前記インペラを回転させるインペラ
モータと、を含む。
【００１２】
　前記吸引ノズルの後端と前記ベース及びハウジングの中央先端とは、弾性部材による弾
力的に相互ヒンジされ、前記接続流路は前記ハウジングの中央に接続される。この場合、
前記弾力部材は、トーションバネであることが好ましい。
【００１３】
　前記接続流路は、前記吸引ノズルの旋回時に同一の流路断面を有する可撓性ホースで形
成され、前記可撓性ホースは、蛇腹管の形状で形成されることが好ましい。
【００１４】
　前記吸引ノズルは、汚物吸引口に回転自在に設けられた回転ブラシを含み、前記回転ブ
ラシは、前記吸引ノズルに配置されたブラシモータによって回転するように設置される。
【００１５】
　本発明は、吸引ノズルと、前記吸引ノズルと接続流路を介して連通される汚物収集箱と
、前記汚物収集箱の排気口と連通される空気吸引ユニットと、を含み、前記吸引ノズルは
前記空気吸引ユニットに旋回可能に接続され、前記接続流路は可撓性ホースで形成される
ことを特徴とする掃除装置を提供することにより上記目的を達成することができる。この
場合、前記可撓性ホースは蛇腹管の形状に形成される。
【００１６】
　前記吸引ノズルと前記空気吸引ユニットとは弾性部材により相互弾力的にヒンジ結合さ
れる。
【００１７】
　また、前記吸引ノズルは、汚物吸引口に回転自在に設けられた回転ブラシを含み、前記
回転ブラシは、前記吸引ノズルに配置されたブラシモータによって回転するように設置さ
れる。
【００１８】
　また、本発明は、掃除機本体と、前記掃除機本体に設けられたスティックハンドルと、
前記掃除機本体に設けられ、上述した掃除装置と、を含むことを特徴とするスティック型
真空掃除機を提供することにより上記目的を達成することができる。
【００１９】
　前記スティックハンドルは、長さ調節ができるように少なくとも１段折り畳まれ、又は



(5) JP 2009-189795 A 2009.8.27

10

20

30

40

50

、長さ調節ができるように望遠鏡の形状に形成されることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　上記の本発明においては、吸引ノズルが弾力的に旋回可能であるため、隅や狭い掃除区
域で容易に掃除を行うことができ、吸引ノズルの角度を変更する際にも吸引流路の面積を
一定に維持することにより、圧力損失による吸引力の低下を防止することができる。
【００２１】
　また、本発明は低電力で被掃除面の汚物の吸引効率を極大化することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、添付の図面に基づいて本発明の好適な実施形態を詳述する。以下、添付された図
１ないし図３に基づいて本発明の第１実施形態に係る掃除装置の構成を詳細に説明する。
【００２３】
　図１及び図２は、本発明の第１実施形態に係る掃除装置を示す組立斜視図及び分解斜視
図であり、図３は図１に示された線III－IIIに沿って示した断面図である。
【００２４】
　図１ないし図３に示すように、本発明の第１実施形態に係る掃除装置１００は、吸引ノ
ズル１１０、接続流路１３０、空気吸引ユニット１５０、汚物収集箱１７０を含む。
【００２５】
　吸引ノズル１１０は、被掃除面から汚物を吸引するもので、被掃除面と対向する汚物吸
引口１１１が形成され、吸引ノズル１１０を空気吸引ユニット１５０に接続するための第
１接続部１１９が突設される。汚物吸引口１１１には回転ブラシ１１３が回転自在に設け
られ、また、回転ブラシ１１３を直接駆動させるためのブラシモータ１１５がともに設け
られる。
【００２６】
　回転ブラシ１１３は、回転ドラム１１３ａと回転ドラム１１３ａの表面に設けられた複
数のブラシリブ１１３ｂが結合される。これにより、回転ブラシ１１３が回転するとブラ
シリブ１１３ｂが被掃除面と接触して被掃除面の汚物を飛散させることにより引込流路１
１２側に上昇させる。また、吸引ノズル１１０は底面の前方両側に被掃除面を円滑に移動
することができるように一対の車輪１１８が設けられる。
【００２７】
　第１接続部１１９は、吸引ノズル１１０の後方中央に配置され、内側に弾性部材、例え
ばトーションバネ１２０が挿入される空間部が形成され、上側にはベース１５１のヒンジ
軸１５２ａが結合される貫通孔１１９ａが形成される。また、第１接続部１１９の内側に
は下方向にトーションバネ１２０の一方１２１を支持するための第１支持突起１１９ｂが
形成される。
【００２８】
　接続流路１３０は吸引ノズル１１０と空気吸引ユニット１５０とを相互接続する。具体
的には、接続流路１３０の一端が吸引ノズル１１０の引込流路１１２に接続され、接続流
路１３０の他端がハウジング１５３の円筒型結合突起１５３ａにそれぞれ接続される。こ
の場合、接続流路１３０はインペラモータ１５７の駆動軸１５７ａに対応するように空気
吸引ユニット１５０の中央に配置されることが好ましい。これにより、吸引ノズル１１０
が容易に旋回される。
このような接続流路１３０が可撓性ホースであって、大体蛇腹管の形状に形成される。こ
のような接続流路１３０は、吸引ノズル１１０が外力によって空気吸引ユニット１５０に
対して所定角度で旋回する場合、流路の断面が狭くなることなく一定に維持されるため、
圧力損失を防止することができる。
【００２９】
　空気吸引ユニット１５０は、吸引ノズル１１０の長手方向に吸引ノズル１１０の略中心
に対応する位置に設けられる。すなわち、空気吸引ユニット１５０は吸引ノズル１１０の
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後方に設けられ、この場合、吸引ノズル１１０に外力が加えられていない状態で、インペ
ラモータ１５７の駆動軸１５７ａが回転ブラシ１１３の回転軸１１３ｃと直角をなすよう
に設けられる。
【００３０】
　このような空気吸引ユニット１５０は、ベース１５１、ハウジング１５３、インペラ１
５５、及びインペラモータ１５７を含む。
【００３１】
　ベース１５１は上面にハウジング１５３が装着される凹溝１５１ａが形成され、底面後
方には両側に一対の車輪１５１ｂが設けられる。また、ベース１５１は先端中央において
上方向にヒンジ軸１５２ａが突出し、ヒンジ軸１５２ａは上端にヒンジ溝１５２ｂが形成
される。また、ヒンジ軸１５２ａに隣接したベース１５１の先端にはトーションバネ１２
０の他端１２３を支持するための第２支持突起１５２ｃが形成される。このようにヒンジ
軸１５２ａは吸引ノズル１１０の回転中心となる。
【００３２】
　ハウジング１５３は内側にインペラ１５５が回転する空間１５３ｂを形成し、この空間
１５３ｂは、被掃除面から引込まれた汚物と空気が通過する移動経路を形成する。よって
、ハウジング１５３はインペラ１５５が入口１５３ｃを介して空間１５３ｂに引込まれた
汚物と空気を第１及び第２の排出口１５４ａ、１５４ｂに円滑に排出できるように設ける
ことが好ましい。この場合、第１及び第２の排出口１５４ａ、１５４ｂは、インペラモー
タ１５７の駆動軸１５７ａを中心に対称形成することが好ましい。本実施例においては、
ハウジング１５３に２つの排出口１５４ａ、１５４ｂを備えることと説明したが、必要に
応じて、ハウジング１５３に２つ以上の排出口を形成することもでき、このとき２つ以上
の排出口は２つ以上が対応する汚物収集箱１７０に連通させることができる。
【００３３】
　また、ハウジング１５３は前方中央に第２接続部１５３ｅが突設される。第２接続部１
５３ｅは、その底面にヒンジ軸１５２ａのヒンジ溝１５２ｂにヒンジ可能に挿入される挿
入突起１５３ｆが形成される。これにより、吸引ノズル１１０と空気吸引ユニット１５０
は第１接続部１１９、ヒンジ軸１５２ａ、及び第２接続部１５３ｅにより所定角度で旋回
可能に接続される。
【００３４】
　インペラ１５５はインペラモータ１５７の駆動軸１５７ａに接続され、回転駆動の際に
、被掃除面の汚物と空気を汚物収集箱１７０に排出する。この場合、インペラ１５５はイ
ンペラモータ１５７の駆動軸１５７ａに接続される回転板１５５ａと回転板１５５ａに設
けられる複数の羽１５５ｂを含む。複数の羽１５５ｂは回転板１５５ａに所定間隔で放射
状に配置される。インペラ１５５は羽１５５ｂの個数に応じてインペラ１５５の騒音、イ
ンペラ１５５が吸引する空気の流量などが変化するため、このような条件を考慮して４つ
ないし６つの羽１５５ｂを備えることが好ましい。
【００３５】
　インペラモータ１５７は、ハウジング１５３の空間１５３ｂと隔離されるようにハウジ
ング１５３の外部、すなわちハウジングの後面１５３ｄに設けられる。インペラモータ１
５７の駆動軸１５７ａはハウジング１５３の空間１５３ｂへ突出し、先端にはインペラ１
５５が設けられる。従って、インペラモータ１５７が回転すると、インペラ１５５が回転
して吸引力が発生する。この吸引力によって被掃除面の汚物が空気とともにハウジング１
５３の空間１５３ｂに吸引される。インペラモータ１５７はハウジング１５３の後面１５
３ｄに設けられているため、インペラ１５５によって吸引される汚物と空気はインペラモ
ータ１５７を通過しない。すなわち、インペラ１５５によって吸引される汚物と空気はイ
ンペラモータ１５７をバイパスして汚物収集箱１７０に収集される。
【００３６】
　汚物収集箱１７０はインペラモータ１５７の後方を取り囲むように中央にハウジング１
５３を収容する収容溝１７１が形成され、収容溝１７１の両側には第１及び第２収集部１
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７３ａ、１７３ｂが対称配置される。第１及び第２収集部１７３ａ、１７３ｂは、収容溝
１７１側にそれぞれハウジング１５３の第１及び第２排出口１５４ａ、１５４ｂと連通さ
れる流入口１７５ａ、１７５ｂが形成される。この場合、第１及び第２収集部１７３ａ、
１７３ｂの内側にはハウジング１５３の第１及び第２排出口１５４ａ、１５４ｂから排出
された汚物が自重によって落下して溜まるようにまる。
【００３７】
　また、第１及び第２収集部１７３ａ、１７３ｂは、その後方にそれぞれ第１及び第２フ
ィルタ１７７ａ、１７７ｂが設けられる。従って、ハウジング１５３の第１及び第２排出
口１５４ａ、１５４ｂから汚物とともに排出された空気は、第１及び第２フィルタ１７７
ａ、１７７ｂを介して外部へ排出される。これにより、自重によって第１及び第２収集部
１７３ａ、１７３ｂに落下せずに空気の中に残っていた埃のような微細な汚物は、第１及
び第２フィルタ１７７ａ、１７７ｂによって空気から分離される。
【００３８】
　図示していないが、本発明の第１実施形態に係る掃除装置１００は、ブラシモータ１１
５とインペラモータ１５７に電源を供給する電源部と、ブラシモータ１１５とインペラモ
ータ１５７を制御する制御部を更に含む。電源部としては掃除装置１００に設けられるバ
ッテリ（図示せず）又は掃除装置１００とは別に設けられた常用電源を使用することがで
きる。常用電源を使用する場合、掃除装置１００には、常用電源に接続できる電源コード
（図示せず）が設けられる。制御部は従来技術に係る掃除機で使用される制御部と類似し
ているため説明を省略する。
【００３９】
　以下、添付された図１ないし図３に基づいて、第１実施形態に係る掃除装置１００の作
用について詳細に説明する。
【００４０】
　ブラシモータ１１５とインペラモータ１５７に電源が印加されると、回転ブラシ１１３
とインペラ１５５が回転する。回転ブラシ１１３が回転すると、被掃除面と接している回
転ブラシ１１３のブラシリブ１１３ｂによって被掃除面の汚物が飛散し、引込流路１１２
側に上昇するようになる。
【００４１】
　インペラ１５５が回転すると、回転ブラシ１１３によって被掃除面から分離された汚物
が空気とともに引込流路１１２及び接続流路１３０を順次通過し、ハウジング１５３の入
口１５３ｃに引込まれる。入口１５３ｃを介してハウジング１５３の空間１５３ｂに引込
まれた汚物と空気は、インペラ１５５の回転によって発生する遠心力により、ハウジング
１５３の第１及び第２排出口１５４ａ、１５４ｂに排出される。このとき、一部の汚物は
インペラ１５５の複数の羽１５５ｂにぶつかってその衝撃力により第１及び第２排出口１
５４ａ、１５４ｂへ排出される。この場合、ハウジング１５３が２つの排出口１５４ａ、
１５４ｂを備えているため、汚物と空気が分散して２つの排出口１５４ａ、１５４ｂに排
出されることにより、１つの排出口を有するハウジング１５３に比べて騒音が低減する。
【００４２】
　第１及び第２排出口１５４ａ、１５４ｂにそれぞれ排出された汚物と空気は、第１及び
第２収集部１７３ａ、１７３ｂの流入口１７５ａ、１７５ｂに引込まれる。第１及び第２
収集部１７３ａ、１７３ｂに引込まれた汚物は自重によって落下して第１及び第２収集部
１７３ａ、１７３ｂの底面に溜まるようになり、空気は第１及び第２フィルタ１７７ａ、
１７７ｂを介して外部へ排出される。
【００４３】
　このように、第１実施形態に係る掃除装置１００は、吸引された汚物と空気がインペラ
モータ１５７を通過せずに、インペラ１５が設けられたハウジング１５３の空間１５３ｂ
を通過して排出される。これにより、インペラモータ１５７によって発生する吸引力が直
接的に被掃除面の汚物に作用するようになるため、通常の真空掃除機に使用する吸引モー
タより容量の小さいモータを使用しても効率良く汚物を吸引することができ、さらに、従
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来の真空掃除機より電力消耗も小さくなる。
【００４４】
　また、第１実施形態に係る掃除装置１００は、図４に示すように、吸引ノズル１１０が
壁体（Ｗ）と底面との境界となる隅を掃除する場合、掃除装置１００を壁体（Ｗ）に向か
って前進させると、図５に示すように、壁体（Ｗ）などによって吸引ノズル１１０の一方
に外力が加えられる。これにより、吸引ノズル１１０はヒンジ軸１５２ａ（図２参照）を
中心にして外力が加えられる方が空気吸引ユニット１５０に隣接するように所定角度で旋
回する。この場合、吸引ノズル１１０はトーションバネ１２０によって弾力的に旋回する
。
【００４５】
　逆に、図６に示すように、掃除装置１００を壁体（Ｗ）から後退させると、吸引ノズル
１１０は壁体１１０によって加圧されていた方がトーションバネ１２０の復元力によって
ヒンジ軸１５２ａを中心に旋回し、元位置に復元される。
【００４６】
　このように、吸引ノズル１１０は、空気吸引ユニット１５０に対してヒンジ軸１５２ａ
を中心に左右に旋回可能であるため、壁体（Ｗ）や食卓の橋のような障害物にぶつかった
り狭い区域を掃除する際、掃除装置１００全体を旋回させなくても弾力的に旋回する吸引
ノズル１１０を介して容易に掃除を行うことができる。
【００４７】
　また、第１実施形態の掃除装置１００は、吸引ノズル１１０が旋回する場合、接続流路
１３０が蛇腹管の形状の可撓性ホースからなっているため、流路の面積が縮まらずに同一
に維持されることにより、圧力損失が発生することを防止することができる。
【００４８】
　以下、図７に基づいて、第２実施形態に係る掃除装置２００の構成を説明する。第２実
施形態に係る掃除装置２００は、吸引ノズル２１０の構成が第１実施形態の掃除装置１０
０と同一であるため、これに対する説明は省略する。また、第２実施形態に係る掃除装置
２００の吸引ノズル２１０と空気吸引ユニット２５０との間のヒンジ接続構造が大体同一
であり、異なる点は第１実施形態の掃除装置１００の第２接続部１５３ｅに対応する構成
が省略される。
【００４９】
　図７に示すように、第２実施形態に係る掃除装置２００は、吸引ノズル２１０、接続流
路２３０、空気吸引ユニット２５０及び汚物収集箱２７０を含む。
【００５０】
　空気吸引ユニット２５０は、ベース２５１、ハウジング２５３、吸引モータ２５７を含
む。
【００５１】
　ベース２５１は、上面前方に汚物収集箱２７０が配置され、上面後方にはハウジング２
５３が装着される。また、ベース２５１は先端中央に上方向にヒンジ軸２５２ａが突出さ
れ、ヒンジ軸２５２ａに隣接したベース２５１の先端にはトーションバネ２２０の他方を
支持するための第２支持突起２５２ｃが形成される。この場合、トーションバネ２２０の
一方は第１支持突起２１９ｂによって支持される。
【００５２】
　ハウジング２５３は内側に吸引モータ２５７が設けられ、この吸引モータ２５７は汚物
収集箱２７０の排出口２７９から排出されるフィルタリングされた空気を吸引し、ハウジ
ング２５３の一面に形成された排気グリル２５３ｇに排出する。
【００５３】
　汚物収集箱２７０は、吸引ノズル２１０の引込流路２１２を介して流入される汚物及び
空気を引込むための入口２７５ａが形成され、この入口２７５ａの周辺には接続流路２３
０の一方と接続される結合突起２７８が形成される。この場合、接続流路は蛇腹管形状の
可撓性ホースからなることが好ましく、また接続流路２３０の位置は吸引ノズル２１０の
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円滑な旋回動作のために吸引ノズル２１０と空気吸引ユニット２５０のヒンジ接続構造に
対応する位置に設けられることが好ましい。
【００５４】
　また、汚物収集箱２７０は吸引モータ２５７の先端側に対応する位置に排出口２７９が
形成され、この排出口２７９には吸引モータ２５７を保護するために埃のような微細な汚
物をろ過するフィルタ２７７が設けられる。さらに、汚物収集箱２７０は、その上側にユ
ーザが汚物収集箱２７０を外部に引き出すことができるように把持部２７６が形成される
。
【００５５】
　このような第２実施形態に係る掃除装置２００は、第１実施形態の掃除装置１００とは
異なって汚物を吸引するために吸引モータ２５７を採用しており、これにより、空気の吸
引流路は吸引ノズル２１０及び接続流路２３０を順次通過した後、汚物収集箱２７０を通
過して吸引モータ２５７に移動する。
【００５６】
　一方、第２実施形態に係る掃除装置２００は、第１実施形態の掃除装置と同様に、吸引
ノズル２１０が空気吸引ユニット２５０に対して旋回可能のように弾力的にヒンジ接続さ
れることにより、隅や狭い掃除区域での掃除を容易に行うことができる。
【００５７】
　図８には、本発明の第１及び第２実施形態に係る掃除装置１００、２００を使用したス
ティック型掃除機３００の一例が示されている。図８に示すように、スティック型掃除機
３００は、第１及び第２実施形態に係る掃除装置１００、２００が設けられる掃除機本体
３１０と、掃除機本体３１０を操作するためのスティックハンドル３２０を含む。掃除機
本体３１０の両側には掃除機本体３１０が円滑に被掃除面を移動することができるように
一対の車輪３３０が設けられる。
【００５８】
　この場合、スティックハンドル３２０は中央にヒンジ部３２１が形成される。これによ
り、スティック型掃除機３００を保管する場合、ヒンジ部３２１を中心に折り畳んで保管
することにより、保管が容易になる。さらに、図面では示していないが、スティックハン
ドル３２０は望遠鏡の形状に製造することも勿論可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の第１実施形態に係る掃除装置を示す組立斜視図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る掃除装置を示す分解斜視図である。
【図３】図１に示された線III－IIIに沿って切断した断面図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る掃除装置の吸引ノズルが旋回及び復帰する状態を順
次示す平面図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係る掃除装置の吸引ノズルが旋回及び復帰する状態を順
次示す平面図である。
【図６】本発明の第１実施形態に係る掃除装置の吸引ノズルが旋回及び復帰する状態を順
次示す平面図である。
【図７】本発明の第２実施形態に係る掃除装置を示す断面図である。
【図８】本発明の第３実施形態に係るスティック型掃除機を示す断面図である。
【符号の説明】
【００６０】
１００、２００　掃除装置
１１０、２１０　吸引ノズル
１３０、２３０　接続流路
１５０、２５０　空気吸引流路
１５５　インペラ
１５７　インペラモータ
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１７０、２７０　汚物収集箱
２５５　吸引モータ
３００　スティック型掃除機
３１０　掃除機本体
３２０　スティックハンドル

【図１】 【図２】
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